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全
農
長
野
県
本
部
は
中
期
事
業
計
画
（
行
動
計
画
）
の
実
践
に
よ
り
、
Ｊ
Ａ
支
援
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
お
よ
び
子
会
社
と
と
も
に
農
業
所
得
の
増
大
と
地
域
の
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ⅰ
．【
中
期
事
業
計
画
に
お
け
る
基
本
目
標
】
令
和
８
年
９
月
末
時
点
で
の
総
括

そ
の
１

持
続
可
能
な
農
業
生
産
基
盤
づ
く
り
に
よ
る
農
業
生
産
量
の
維
持
・
拡
大

⑴
　
り
ん
ご
高
密
植
栽
培
は
計
画
面
積
５
４
５
ha
を
達
成
し
、
野
菜
で
は
実
証
圃
の
設
置
や
施
設
化
、
高

温
・
排
水
対
策
を
進
め
る
な
ど
、
気
象
変
動
に
対
応
し
た
生
産
基
盤
づ
く
り
を
推
進
し
ま
し
た
。
下
期
は

実
証
結
果
を
検
証
し
、
効
果
の
確
認
さ
れ
た
技
術
・
資
材
の
普
及
と
導
入
産
地
の
拡
大
を
進
め
ま
す
。

⑵
　
担
い
手
訪
問
に
よ
る
課
題
把
握
と
具
体
的
な
提
案
、
圃
場
カ
ル
テ
等
の
農
業
Ｄ
Ｘ
、
種
苗
・
畜
産
酪
農

の
生
産
基
盤
対
策
を
進
め
ま
し
た
。
一
方
、
生
乳
や
肉
牛
等
で
は
生
産
基
盤
の
縮
小
が
続
い
て
い
る
た
め
、

下
期
は
Ｊ
Ａ
・
関
係
部
門
と
の
連
携
を
強
化
し
、
支
援
策
の
着
実
な
実
行
に
よ
り
生
産
量
の
維
持
・
拡
大

を
図
り
ま
す
。

そ
の
２

販
売
力
強
化
と
コ
ス
ト
低
減
に
よ
る
農
家
組
合
員
の
手
取
り
最
大
化

⑴
　
生
産
コ
ス
ト
上
昇
を
踏
ま
え
、
予
約
取
引
の
価
格
・
条
件
改
善
交
渉
を
進
め
る
と
と
も
に
、
輸
出
、
加

工
・
業
務
用
取
引
、
信
州
産
ブ
ラ
ン
ド
の
販
売
拡
大
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
下
期
は
品
目
ご
と
の
進
捗
を

踏
ま
え
、
来
期
に
向
け
た
コ
ス
ト
試
算
と
価
格
転
嫁
交
渉
、
新
規
輸
出
国
・
取
引
先
の
開
拓
等
に
取
り
組

み
、
生
産
者
手
取
り
の
確
保
に
つ
な
げ
ま
す
。

⑵
　
担
い
手
直
送
規
格
農
薬
、
需
要
結
集
マ
ル
チ
、「
わ
た
し
の
肥
料
」
は
計
画
を
達
成
・
上
回
り
、
低
コ
ス

ト
・
省
力
資
材
の
普
及
が
進
ん
で
い
ま
す
。
一
方
、
低
コ
ス
ト
段
ボ
ー
ル
や
パ
レ
ッ
ト
対
応
包
材
等
は
計

画
途
上
の
た
め
、
下
期
は
規
格
集
約
や
試
験
検
証
に
取
り
組
み
、
資
材
・
物
流
コ
ス
ト
の
一
層
の
低
減
を

図
り
ま
す
。

そ
の
３

Ｊ
Ａ
経
済
事
業
の
収
支
改
善
と
活
気
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り

⑴
　
Ｓ
Ｓ
と
Ａ
・
コ
ー
プ
の
相
互
送
客
、
Ｊ
Ａ
で
ん
き
の
取
扱
拡
大
、
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
の
新
規
出
店
者
獲
得
、

セ
レ
モ
ニ
ー
の
シ
ェ
ア
向
上
な
ど
、
Ｊ
Ａ
経
済
事
業
の
利
用
拡
大
と
地
域
の
く
ら
し
を
支
え
る
取
り
組
み

を
進
め
ま
し
た
。
下
期
は
販
売
数
量
・
取
扱
高
が
計
画
途
上
の
事
業
を
中
心
に
、
各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や

販
促
支
援
、
顧
客
接
点
活
動
を
強
化
し
、
収
益
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

⑵
　
青
果
物
販
売
管
理
・
米
穀
出
荷
管
理
、
肥
料
農
薬
カ
タ
ロ
グ
等
の
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
り
、
Ｊ
Ａ
の
業

務
効
率
化
と
組
合
員
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
進
め
ま
し
た
。
一
方
、
シ
ス
テ
ム
の
利
用
Ｊ
Ａ
・
生
産
者
の
拡

大
、
食
肉
公
社
閉
鎖
に
伴
う
か
か
り
増
し
経
費
、
畜
産
酪
農
営
農
セ
ン
タ
ー
の
運
営
体
制
等
は
継
続
課
題

と
し
て
、
下
期
も
関
係
機
関
と
の
協
議
・
検
討
を
進
め
ま
す
。

Ⅱ
．【
中
期
事
業
計
画
に
お
け
る
取
り
組
み
の
特
記
事
項
】（
令
和
８
年
９
月
末
時
点
で
の
総
括
）

そ
の
１

担
い
手
推
進
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み

⑴
　
生
産
振
興
、
購
買
事
業
の
利
用
拡
大
お
よ
び
系
統
集
荷
量
の
拡
大
に
向
け
、
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
て
地
域
の

担
い
手
を
訪
問
し
、
個
別
の
ニ
ー
ズ
や
課
題
を
把
握
し
ま
し
た
。

⑵
　
把
握
し
た
要
望
や
課
題
は
、
事
業
所
と
本
所
３
部
門
（
生
産
振
興
・
生
産
販
売
・
生
産
購
買
）
で
共
有
・

協
議
し
、
Ｊ
Ａ
・
担
い
手
と
連
携
し
て
回
答
や
解
決
策
を
提
示
し
ま
し
た
。

⑶
　
令
和
８
年
度
は
９
月
末
ま
で
に
１
２
２
件
（
前
年
１
６
０
件
）
の
担
い
手
を
訪
問
し
ま
し
た
。
重
点
推

進
先
を
中
心
に
訪
問
を
重
ね
、
ニ
ー
ズ
や
課
題
の
把
握
に
と
ど
ま
ら
ず
、
具
体
的
な
提
案
内
容
の
充
実
へ

進
展
し
て
い
る
事
例
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
２

ア
グ
リ
プ
ラ
ッ
ト
（
農
業
生
産
管
理
に
関
わ
る
Ｄ
Ｘ
）
の
取
り
組
み

⑴
　
全
体
進
捗

　
　
関
係
部
署
に
よ
る
推
進
会
議
を
開
催
し
、
県
本
部
方
針
や
各
シ
ス
テ
ム
の
推
進
状
況
・
方
針
、
Ｂ
Ｉ

ツ
ー
ル
の
活
用
事
例
等
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
推
進
方
策
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。
各
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
は
「
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
　
中
期
３
ヵ
年
Ｄ
Ｘ
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
設
置
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
委
員
会
に
お
い
て
、
開
発
・
導
入
等
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
し
た
。

⑵
　
各
シ
ス
テ
ム
の
進
捗
状
況

情

報

発

信

全
Ｊ
Ａ
で
稼
働

各
Ｊ
Ａ
に
お
け
る
組
合
員
マ
イ
ペ
ー
ジ
の
新
規
利
用
開
始
に
合
わ
せ

て
、
組
合
員
マ
イ
ペ
ー
ジ
と
連
携
し
た
情
報
発
信
機
能
の
活
用
に
つ

い
て
Ｊ
Ａ
へ
案
内
し
ま
し
た
。

圃
場
カ
ル
テ

ア
ス
パ
ラ
５
Ｊ
Ａ

り
ん
ご
高
密
植

１
Ｊ
Ａ
で
稼
働

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
・
り
ん
ご
（
高
密
植
栽
培
）
の
カ
ル
テ
と
「
あ
い

作
」
栽
培
管
理
シ
ス
テ
ム
の
連
携
し
た
取
り
組
み
と
し
て
産
地
Ｊ
Ａ

へ
の
普
及
を
進
め
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
の
営
農
指
導
・
営
農
Ｄ
Ｘ
の
推
進

に
向
け
て
環
境
を
整
備
し
ま
し
た
。

青
果
物
販
売
管
理

２
Ｊ
Ａ
で
稼
働

５
Ｊ
Ａ
で
テ
ス
ト
稼
働

２
Ｊ
Ａ
で
出
荷
報
告
機
能
を
利
用
開
始
し
、
生
産
者
の
作
業
効
率

化
・
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
、
Ｊ
Ａ
の
集
計
業
務
の
負
担
軽
減
等
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。
５
Ｊ
Ａ
に
お
い
て
本
格
導
入
を
前
提
と
し
た
機
能
確

認
や
テ
ス
ト
稼
働
を
実
施
し
ま
し
た
。

土

壌

診

断

全
Ｊ
Ａ
で
稼
働

圃
場
特
性
と
過
去
の
知
見
を
踏
ま
え
た
施
肥
・
栽
培
管
理
の
高
度
化

を
目
的
に
、
圃
場
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
機
能
を
開
発
し
利
用

開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、
組
合
員
マ
イ
ペ
ー
ジ
と
の
連
携
に
必
要
な

機
能
の
開
発
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
ま
し
た
。

米
穀
出
荷
管
理

７
Ｊ
Ａ
で
稼
働

Ａ
Ｉ

－

Ｏ
Ｃ
Ｒ
と
の
連
携
機
能
を
開
発
し
、
令
和
８
年
産
米
よ
り

Ｊ
Ａ
利
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
利
用
Ｊ
Ａ
で
は
生
産
者
登
録
数
が
大

幅
に
増
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
組
合
員
マ
イ
ペ
ー
ジ
と
の
シ
ン
グ
ル

サ
イ
ン
オ
ン
連
携
機
能
の
開
発
を
進
め
ま
し
た
。

肥
料
農
薬
カ
タ
ロ
グ

全
Ｊ
Ａ
で
稼
働

Ｊ
Ａ
の
事
務
効
率
化
と
正
確
性
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、「
あ
い
作
」

資
材
受
注
シ
ス
テ
ム
へ
商
品
情
報
・
画
像
を
自
動
連
携
す
る
機
能
を

開
発
し
ま
し
た
。

中
期
事
業
計
画
（
令
和
７
〜
９
年
度
）

実
行
具
体
策
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

（
令
和
８
年
度
９
月
末
）
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Ⅲ
．
各
事
業
別
　
令
和
８
年
９
月
末
進
捗
状
況

【
生
産
振
興
部
】

実
行
具
体
策

８
年
度
計
画

進
捗
状
況

達
成
度
合
い
と
今
後
の
進
め
方

１
．
産
地
基
盤
維
持
に
向
け
た
生
産
振
興
の
推
進

⑴
　
マ
ー
ケ
ッ
ト
ニ
ー
ズ
、
担
い
手

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
３
部
連
携
に
よ

る
生
産
・
販
売
支
援

メ
ニ
ュ
ー
提
案

担
い
手
へ
の
種
苗

等
の
推
進
や
栽
培

技
術
の
提
案

果
菜
類
及
び
果
樹
の
栽
培
技
術
提
案
や
品

質
向
上
に
向
け
た
提
案
を
進
め
る
。

⑵
　
り
ん
ご
高
密
植
栽
培
の
普
及

拡
大

５
４
５
ha

面
積
５
４
５
ha

現
地
指
導
８
回

研
究
会
　
３
回

生
産
安
定
の
た
め
の
課
題
解
決
に
向
け
た

現
地
指
導
・
栽
培
研
修
会
・
研
究
会
を
実

施
し
、
情
報
発
信
も
併
せ
て
実
施
し
て
い
く
。

⑶
　
Ｊ
Ａ
、
生
産
法
人
と
連
携
し
た

試
験
栽
培
や
実
証
圃
の
設
置
に
よ

る
生
産
振
興

実
証
圃
設
置

５
圃
場

ア
ス
パ
ラ
４
圃
場

か
ぼ
ち
ゃ
１
圃
場

春
玉
ね
ぎ
１
圃
場

き
ゅ
う
り
１
圃
場

ピ
ー
マ
ン
１
圃
場

新
た
な
品
目
提
案
や
簡
易
施
設
栽
培
、
品

種
・
潅
水
量
の
試
験
な
ど
実
証
試
験
圃
を

設
置
。
実
証
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後
の
普

及
拡
大
に
向
け
提
案
を
実
施
し
て
い
く
。

２
．
気
象
変
動
に
対
応
し
た
生
産
安
定
化
対
策
と
災
害
対
策
の
推
進

⑴
　
り
ん
ご
高
密
植
栽
培
の
ト
レ
リ

ス
強
化
対
策
推
進
と
多
目
的
ネ
ッ

ト
の
普
及
拡
大

検
証

輸
入
ト
レ
リ
ス

２
ヶ
所

多
目
的
ネ
ッ
ト
強

化
対
策
周
知

災
害
対
策
に
ト
レ
リ
ス
の
現
地
実
証
を

４
ヶ
所
設
置
、
輸
入
ト
レ
リ
ス
２
ヶ
所
設

置
し
コ
ス
ト
低
減
効
果
の
検
証
を
進
め
て

い
る
。
ま
た
、
高
温
対
策
資
材
の
普
及
推

進
を
進
め
る
。

⑵
　
生
産
安
定
に
向
け
た
野
菜
の
施

設
化
推
進

導
入
５
ヶ
所

高
温
対
策

２
ヶ
所

き
ゅ
う
り
施
設
化

４
ヶ
所

高
温
対
策
を
目
的
と
し
た
果
菜
類
の
モ
デ

ル
圃
場
を
設
置
。
資
材
に
よ
る
効
果
を
検

証
し
、
推
進
を
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、

き
ゅ
う
り
簡
易
雨
よ
け
ハ
ウ
ス
の
推
進
を

行
い
、
導
入
に
至
っ
た
。

⑶
　
専
用
機
器
を
活
用
し
た
排
水
対

策
の
実
施

実
施
15
ヶ
所

デ
モ
実
演

１
ヶ
所

排
水
対
策
機
械
貸
出

11
ヶ
所

平
高
畝
成
型
機
「
ベ
ッ
ド
マ
イ
ス
タ
ー
」

に
よ
る
排
水
対
策
・
栽
培
技
術
の
推
進
と

貸
出
を
実
施
。「
カ
ッ
ト
ブ
レ
ー
カ
ー
」

「
電
動
オ
ー
ガ
」
を
含
め
利
用
推
進
を
目

的
に
排
水
研
修
会
を
実
施
す
る
。

３
．
農
業
Ｄ
Ｘ
の
普
及
推
進

⑴
　
圃
場
カ
ル
テ
の
普
及
拡
大

導
入
７
Ｊ
Ａ

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
運
用

６
Ｊ
Ａ

り
ん
ご
高
密
植
栽

培
運
用
　
１
Ｊ
Ａ

圃
場
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
（
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
）
を
６
Ｊ
Ａ
で
運
用
中
で
あ
り
、
り
ん

ご
高
密
植
栽
培
で
も
圃
場
カ
ル
テ
シ
ス
テ

ム
の
運
用
を
し
て
い
る
。

導
入
Ｊ
Ａ
の
生
産
者
利
用
拡
大
を
推
進
中
。

４
．
県
本
部
種
苗
供
給
体
制
の
強
化

⑴
　
野
菜
種
苗
セ
ン
タ
ー
の
優
良
苗

供
給
拡
大

１
４
０
万
本

１
２
０
万
本
供
給

良
品
質
苗
の
安
定
生
産
を
継
続
し
、
次
期

作
に
向
け
て
の
推
進
を
行
う
。

⑵
　
り
ん
ご
フ
ェ
ザ
ー
苗
の
生
産
供

給
拡
大
（
生
産
振
興
部
生
産
本
数
）
６
万
本

５
万
本
供
給
に
む

け
て
管
理

歩
留
ま
り
向
上
の
た
め
の
生
育
管
理
を

継
続
。

【
生
産
販
売
部
】

実
行
具
体
策

８
年
度
計
画

進
捗
状
況

達
成
度
合
い
と
今
後
の
進
め
方

１
．
生
産
者
手
取
り
最
大
化
に
向
け
た
販
売
力
の
強
化

⑴
　
予
約
価
格
の
適
正
化

取
引
の
50
％
以
上

の
条
件
を
改
善

改
善
達
成
率

野
菜
　
　
８
％

き
の
こ
　
30
％

果
実
　
　
46
％

コ
ス
ト
上
昇
試
算
表
に
基
づ
く
取
引
価
格

値
上
げ
と
取
引
条
件
改
善
の
交
渉
を
実
施
。

予
約
取
引
１
，５
６
３
件
中
１
，５
４
６
件

商
談
終
了
。
来
期
に
向
け
た
コ
ス
ト
試
算

と
顧
客
向
け
資
料
の
作
成
を
進
め
る
。

⑵
　
輸
出
拡
大
と
加
工
・
業
務
対
応

の
強
化

①
輸
出
額
拡
大

②
加
工
・
業
務
取
引
拡
大

①
輸
出
額

24
億
円

②
新
規
２
件

①
輸
出
額

　
８
・
６
億
円

②
新
規
２
件

①
下
期
は
ぶ
ど
う
三
姉
妹
R
の
カ
ナ
ダ
輸

出
等
、
新
規
輸
出
国
や
取
引
先
の
開
拓

に
取
り
組
み
、
実
績
の
伸
長
を
図
る
。

②
コ
ン
ビ
ニ
と
の
コ
ラ
ボ
商
品
（
野

菜
）、
コ
ン
ビ
ニ
向
け
ド
リ
ン
ク
（
果

実
）
開
発
。「
全
農
長
野
」
表
示
商
品

の
開
発
と
新
規
提
案
の
継
続
。

２
．
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
輸
送
体
制
の
確
立

⑴
　
パ
レ
ッ
ト
輸
送
体
制
の
確
立

新
規
２
Ｊ
Ａ

試
験
運
用

新
規
１
Ｊ
Ａ

レ
ン
タ
ル
パ
レ
ッ
ト
は
新
規
１
Ｊ
Ａ
に
て

試
験
運
用
実
施
。
運
用
コ
ス
ト
を
試
算
し

利
用
を
進
め
る
。

り
ん
ご
専
用
パ
レ
ッ
ト
は
新
規
利
用
産

地
・
新
規
供
給
先
へ
の
試
験
運
用
に
向
け

て
継
続
検
討
。

３
．
系
統
集
荷
率
の
向
上

⑴
　
生
産
販
売
強
化
品
目
の
設
定
と

増
産

①
り
ん
ご

②
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ

③
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア

④
業
務
用
キ
ャ
ベ
ツ

⑤
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

①
３
０
０
万
ケ
ー
ス

②
６
０
０
万
本

③
１
，
４
５
０
万
本

④
８
，
５
０
０
ｔ

⑤
９
，
８
０
０
ｔ

①
８
１・４
万
ケ
ー
ス

②
３
３
２
万
本

③
７
９
６
万
本

④
５
，
９
２
９
ｔ

⑤
８
，
２
６
５
ｔ

①
苗
木
供
給
先
巡
回
強
化
及
び
売
場
確
保

強
化
。

②
病
害
頻
発
に
よ
る
生
産
減
。
耐
病
品
種

の
検
討
。

③
生
産
増
。
統
一
講
習
会
、
全
戸
巡
回
指

導
継
続
。

④
特
定
実
需
者
事
業
の
活
用
に
よ
る
顧
客

確
保
。

⑤
は
く
さ
い
・
レ
タ
ス
か
ら
の
転
作
誘
導

品
目
と
し
て
の
推
進
強
化
。
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⑵
　
長
野
米
集
荷
推
進
の
実
施
と
販

売
力
強
化

６
９
，
０
０
０
ｔ

（
高
温
耐
性

　
５
０
０
ｔ
）

５
９
，
５
０
０
ｔ

（
９
５
０
ｔ
）

集
荷
推
進
と
各
販
売
先
と
の
契
約
積
み

上
げ
。

４
．
広
域
営
農
技
術
員
の
設
置

⑴
　
広
域
営
農
技
術
員
の
設
置

　
（
花
き
）

体
制
づ
く
り

検
討

各
地
区
の
実
情
に
応
じ
た
広
域
指
導
体
制

構
築
検
討
。

５
．
青
果
物
流
通
の
デ
ジ
タ
ル
化

⑴
　
青
果
物
販
売
管
理
シ
ス
テ
ム

稼
働

７
Ｊ
Ａ

試
験
運
用

３
Ｊ
Ａ

利
用
拡
大
に
向
け
た
Ｊ
Ａ
稼
働
推
進
の
強
化
。

先
行
Ｊ
Ａ
で
の
事
例
積
み
上
げ
と
他
地
域

へ
の
展
開
。

【
生
産
購
買
部
】

実
行
具
体
策

８
年
度
計
画

進
捗
状
況

達
成
度
合
い
と
今
後
の
進
め
方

１
．
包
材
の
コ
ス
ト
抑
制
・
需
要
の
結
集

⑴
　
低
コ
ス
ト
・
新
形
状
段
ボ
ー
ル

の
開
発
・
普
及

累
計
50
万
箱

３
・
５
万
箱

２
品
目
で
導
入
さ
れ
受
注
進
む
。

ぶ
ど
う
組
箱
輸
送
試
験
継
続
実
施
と
導
入

推
進
。

２
．
青
果
物
輸
送
に
お
け
る
物
流
課
題
解
決

⑴
　
パ
レ
ッ
ト
規
格
に
適
合
す
る
包

材
の
開
発

実
証
・
組
織
合
意

（
８
品
目
）

３
品
目
実
証
・
組

織
合
意

１
品
目
切
替
済

未
実
施
品
目
の
試
験
実
施
と
組
織
合
意
を

進
め
る
。

３
．
低
コ
ス
ト
・
省
力
資
材
の
開
発
、
普
及

⑴
　
原
料
・
成
分
見
直
し
に
よ
る
低

コ
ス
ト
銘
柄
の
開
発

３
銘
柄

１
銘
柄

１
銘
柄
新
規
商
品
化
。
今
後
、
商
品
化
予

定
２
銘
柄
の
準
備
を
進
め
る
。

⑵
　
担
い
手
直
送
規
格
農
薬
の
普
及

拡
大

６
，
８
０
０
ha

７
，
２
０
１
ha

水
稲
箱
剤
お
よ
び
除
草
剤
の
受
注
拡
大
で

増
加
。

⑶
　
需
要
結
集
マ
ル
チ
の
普
及
拡
大

３
５
０
ha

１
，
０
４
９
ha

中
東
情
勢
の
緊
迫
化
に
伴
う
品
薄
感
や
値

上
げ
へ
の
懸
念
を
背
景
に
、
需
要
結
集
マ

ル
チ
の
受
注
が
大
幅
に
拡
大
。
次
年
度
に

向
け
て
は
、
規
格
集
約
に
よ
る
更
な
る
コ

ス
ト
低
減
を
図
る
。

４
．
担
い
手
へ
の
提
案
型
推
進

⑴
　
「
わ
た
し
の
肥
料
」
受
注
推
進

５
，
６
０
０
ｔ

５
，
６
４
９
ｔ

受
注
・
製
造
・
物
流
の
効
率
化
を
進
め
る
。

⑵
　
軽
量
肥
料
Ｌ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
シ
リ
ー

ズ
の
開
発
普
及

３
，
４
０
０
ｔ

１
，
３
１
５
ｔ

適
正
施
肥
や
コ
ス
ト
抑
制
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
銘
柄
の
取
扱
が
伸
長
。
引
き
続
き

試
験
結
果
の
検
証
・
採
用
へ
向
け
た
検
討

を
進
め
る
。

５
．
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
の
取
り
組
み

⑴
　
国
内
肥
料
資
源
を
活
用
し
た
原

料
・
製
品
の
拡
大

９
０
０
ｔ

３
４
８
ｔ

堆
肥
等
を
活
用
し
た
Ｂ
Ｂ
肥
料
製
品
の
取

扱
拡
大
に
向
け
た
提
案
を
行
う
。

６
．
農
機
コ
ス
ト
低
減
の
取
り
組
み

⑴
　
県
域
推
奨
型
式
設
定
に
よ
る
重

点
購
買

供
給
１
，
１
０
０
台
供
給
８
８
９
台

11
月
開
催
の
第
一
回
推
奨
型
式
研
究
委
員

会
に
て
型
式
の
追
加
・
改
廃
検
討
を
行
う
。

⑵
　
共
同
購
入
コ
ン
バ
イ
ン
（
低
コ

ス
ト
モ
デ
ル
）
の
推
進

年
間
受
注
10
台

４
台

展
示
機
を
活
用
し
推
進
強
化
を
図
っ
た
。

メ
ー
カ
ー
で
生
産
が
遅
れ
て
い
た
分
の
納

品
を
進
め
る
。

７
．
県
域
農
機
整
備
事
業
の
体
制
強
化

⑴
　
県
域
整
備
拠
点
に
よ
る
系
統
整

備
体
制
の
強
化

丸
子
３
９
５
台

堀
金
２
３
５
台

丸
子
１
６
２
台

堀
金
１
０
４
台

ト
ラ
ク
タ
ー
・
コ
ン
バ
イ
ン
の
重
整
備
が

増
加
。農
閑
期
の
計
画
的
な
整
備
を
進
め
る
。

【
畜
産
酪
農
部
】

実
行
具
体
策

８
年
度
計
画

進
捗
状
況

達
成
度
合
い
と
今
後
の
進
め
方

１
．
生
産
基
盤
の
維
持
確
保

⑴
　
肉
牛
（
枝
肉
）
の
出
荷
頭
数

確
保

６
，
５
０
０
頭

２
，
９
６
２
頭

Ｊ
Ａ
・
関
連
会
社
・
販
売
先
と
連
携
し
、

補
完
的
生
産
事
業
に
よ
る
生
産
頭
数
の
維

持
を
図
る
。
ま
た
、
県
本
部
生
産
基
盤
対

策
を
活
用
し
た
県
外
販
売
や
輸
出
を
拡
大

し
、
生
産
者
手
取
り
の
確
保
に
取
り
組
む
。

⑵
　
肉
豚
（
枝
肉
）
の
出
荷
頭
数

確
保

６
０
，
０
０
０
頭
２
７
，
４
４
１
頭

信
州
産
肉
豚
の
頭
数
確
保
に
向
け
、
子
豚

の
安
定
供
給
と
再
生
産
可
能
な
価
格
形
成

に
取
り
組
む
。

⑶
　
生
乳
の
出
荷
量
確
保

７
９
，
０
０
０
ｔ
３
８
，
４
８
５
ｔ

酪
農
家
戸
数
の
減
少
や
夏
場
の
猛
暑
に
よ

る
乳
量
低
下
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
県

本
部
生
産
基
盤
対
策
事
業
を
活
用
し
、
基

盤
維
持
に
取
り
組
む
。

２
．
信
州
産
ブ
ラ
ン
ド
の
強
化

⑴
　
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
牛
肉
の
生
産

販
売

２
，
４
５
０
頭

１
，
４
２
６
頭

ブ
ラ
ン
ド
認
知
度
の
向
上
に
向
け
、
県
内

外
で
の
信
州
フ
ェ
ア
の
開
催
・
協
賛
に
取

り
組
む
。
ま
た
、
輸
出
事
業
者
と
の
連
携

を
強
化
し
、
和
牛
の
輸
出
拡
大
に
よ
る
有

利
販
売
を
図
る
。
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⑵
　
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
牛
肉
の
輸
出

強
化

２
５
０
頭

１
３
３
頭

県
主
催
の
海
外
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
へ
の
参
加

や
、
海
外
バ
イ
ヤ
ー
と
の
意
見
交
換
・
農

場
視
察
等
を
通
じ
、
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ

の
強
化
を
図
る
。

⑶
　
信
州
産
生
乳
の
消
費
拡
大
イ
ベ

ン
ト
お
よ
び
各
Ｊ
Ａ
祭
へ
の
協
賛

８
回
実
施

５
回
実
施

乳
量
が
増
加
す
る
秋
口
や
牛
乳
の
需
要
が

落
ち
込
む
冬
場
に
、
消
費
拡
大
Ｐ
Ｒ
や
酪

農
へ
の
理
解
醸
成
活
動
を
実
施
し
、
牛
乳

の
消
費
拡
大
を
図
る
。

３
．
県
本
部
生
産
農
場
の
機
能
発
揮

⑴
　
素
子
豚
の
安
定
供
給

２
３
，
０
０
０
頭
１
０
，
１
４
９
頭

生
産
管
理
と
衛
生
対
策
を
強
化
し
、
出
荷

頭
数
の
確
保
を
図
る
。
ま
た
、
肥
育
事
業

で
は
、
銘
柄
豚
の
有
利
販
売
に
向
け
た
協

議
を
進
め
、
新
た
な
供
給
先
の
確
保
に
取

り
組
む
。

⑵
　
生
乳
の
出
荷
量
確
保

２
，
１
０
０
ｔ

９
６
８
ｔ

搾
乳
牛
の
頭
数
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、

飼
養
管
理
を
強
化
し
、
１
頭
当
た
り
の
搾

乳
量
確
保
を
図
る
。

４
．
新
た
な
県
産
食
肉
流
通
体
制
（
代
替
策
）
の
構
築

⑴
　
食
肉
公
社
閉
鎖
後
の
代
替
出
荷

先
【
荷
ふ
り
】、
お
よ
び
県
検
討

会
議
へ
の
報
告
、
行
政
支
援
要
請

移
行
準
備

荷
振
先
の
決
定

支
援
策
の
検
討

新
た
な
処
理
施
設
へ
の
荷
ふ
り
を
決
定
。

か
か
り
増
し
経
費
の
負
担
に
つ
い
て
は
、

県
検
討
会
で
引
き
続
き
協
議
す
る
。

５
．
畜
産
酪
農
営
農
セ
ン
タ
ー
の
機
能
整
備

⑴
　
中
信
畜
産
酪
農
営
農
セ
ン
タ
ー

の
最
適
な
運
営
体
制
の
協
議
と
方

向
付
け

協
議
及
び
方
向
付
け

継
続
協
議

セ
ン
タ
ー
加
入
Ｊ
Ａ
と
課
題
を
共
有
し
、

対
応
策
の
協
議
・
検
討
を
進
め
る
。

【
く
ら
し
支
援
部
】

実
行
具
体
策

８
年
度
計
画

進
捗
状
況

達
成
度
合
い
と
今
後
の
進
め
方

１
．
石
油
取
扱
数
量
の
確
保

⑴
　
系
統
結
集
数
量
を
背
景
に
し
た

仕
入
強
化

２
５
０
，
０
０
０
㎘

（
協
経
含
む
）

９
７
，
７
０
７
㎘

（
協
経
含
む
）

県
下
統
一
対
策
実
施
に
よ
り
系
統
結
集
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
ア
プ

リ
・
Ｅ
ｎ
ｅ
ｋ
ｅ
ｙ
の
会
員
獲
得
を
進
め

顧
客
の
固
定
化
に
取
り
組
ん
だ
。
下
期
は

燃
料
油
配
送
の
各
種
企
画
を
展
開
し
販
売

数
量
を
確
保
す
る
。

⑵
　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
Ｗ
ｅ
ｂ
化

対
応
に
よ
る
顧
客
固
定
化

２
．
Ｓ
Ｓ
協
同
経
営
の
販
売
数
量
と
収
益
の
確
保

⑴
　
Ｊ
Ａ
ら
し
い
Ｓ
Ｓ
づ
く
り
に
よ

る
顧
客
囲
い
込
み

６
５
，
０
０
０
㎘
２
９
，
４
４
５
㎘

Ａ
・
コ
ー
プ
と
Ｓ
Ｓ
が
連
携
し
た
Ｊ
Ａ
ら

し
い
相
互
送
客
イ
ベ
ン
ト
（
７
月
実
施
：

17
店
舗
・
27
Ｓ
Ｓ
）、
Ｓ
Ｓ
独
自
企
画
に

よ
る
来
店
促
進
に
取
り
組
ん
だ
。
下
期
は

第
２
回
Ａ
・
コ
ー
プ
連
携
企
画
、
統
一

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
Ｓ
Ｓ
独
自
イ
ベ
ン
ト
（
感

謝
祭
）
に
よ
り
、
販
売
数
量
を
確
保
す
る
。

⑵
　
Ｓ
Ｓ
独
自
企
画
に
よ
る
来
店
促

進
と
収
益
確
保

３
．
ガ
ス
取
扱
数
量
の
確
保

⑴
　
Ｊ
Ａ
別
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
実
践

に
よ
る
小
売
事
業
強
化

１
４
，
３
０
０
ｔ
５
，
８
８
７
ｔ

上
期
に
全
Ｊ
Ａ
で
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
検
討

会
を
開
催
し
、
営
業
・
保
安
等
の
行
動
計

画
の
達
成
に
向
け
た
協
議
を
実
施
し
た
。

顧
客
接
点
活
動
を
強
化
し
供
給
戸
数
・
数

量
の
確
保
に
取
り
組
む
。

⑵
　
顧
客
接
点
活
動
の
実
践
・
強
化

に
よ
る
顧
客
防
衛

４
．
ホ
ー
ム
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
拡
大

⑴
　
Ｊ
Ａ
で
ん
き
取
扱
い
の
拡
大

低
圧
供
給

累
計
６
，
０
０
０
戸
低
圧
供
給

累
計
３
，
２
３
０
戸

Ｊ
Ａ
で
ん
き
の
取
扱
い
を
10
Ｊ
Ａ
で
展
開

し
、
Ｊ
Ａ
と
の
同
行
訪
問
を
通
じ
て
、

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
と
の
セ
ッ
ト
割
引
提
案
と
あ
わ

せ
た
推
進
を
実
施
。
今
後
も
各
種
推
進
施

策
や
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
活
用
し
、
さ
ら

な
る
普
及
拡
大
に
取
り
組
む
。

５
．
自
動
車
取
扱
台
数
の
確
保

⑴
　
営
農
車
の
台
数
確
保
と
電
動
車

の
取
扱
拡
大

２
，
５
０
０
台

１
，
０
３
４
台

営
農
車
拡
販
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
６

－

８
月
）

に
よ
る
Ｐ
Ｒ
実
施
。
下
期
は
県
下
統
一

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
営
農
車
と
電
動

車
の
台
数
拡
大
を
図
る
。

６
．
ｅ
コ
マ
ー
ス
事
業
の
拡
大

⑴
　
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
出
店
者
・
出
品
数

の
増
加
に
よ
る
取
扱
高
拡
大

３
１
０
百
万
円

１
４
９
百
万
円

Ｊ
Ａ
・
既
存
出
店
者
と
の
情
報
交
換
に
よ

り
新
規
出
店
者
５
社
獲
得
。
取
扱
計
画
達

成
に
向
け
、
出
店
者
へ
の
販
促
フ
ォ
ロ
ー

強
化
及
び
出
品
促
進
を
図
る
。

７
．
新
規
事
業
の
構
築
と
展
開

⑴
　
組
合
員
の
く
ら
し
を
支
援
す
る

事
業
の
提
案

10
事
業
（
商
品
）
６
事
業
（
商
品
）

商
品
研
修
会
で
の
提
案
及
び
Ｊ
Ａ
個
別
協

議
に
よ
り
取
扱
拡
大
を
図
る
。
更
な
る
新

規
取
組
に
向
け
取
引
先
と
協
議
を
進
め
る
。

８
．
セ
レ
モ
ニ
ー
施
行
件
数
の
拡
大

⑴
　
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
葬
儀
サ
ー

ビ
ス
の
強
化

共
同
運
営
葬
儀

４
，
６
５
０
件

共
同
運
営
葬
儀

１
，
９
６
８
件

県
内
死
亡
者
数
は
減
少
傾
向
の
中
、
施

行
件
数
は
前
年
比
１
０
０
％
を
確
保
し

た
（
シ
ェ
ア
率
：
前
年
＋
０
・
３
ポ
イ
ン

ト
）。
小
規
模
葬
を
中
心
と
し
た
件
数
確

保
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
を
強
化
す
る
。
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今年度も「酪農体験ふれあいファーム」に
多くの子供たちが参加

オークワでのトラックセールを実施

　ＪＡ全農長野畜産酪農課は、八ヶ岳山麓の豊かな自然に囲まれた環境で「酪農体験ふれあいファーム」
を開催しています。この取り組みは、小中学生を対象に、生産現場でのさまざまな体験を通じて、いのち
を育む尊さや食の大切さ、そして酪農の魅力を感じてもらうことを目的としています。
　今年度も畜産酪農課の職員がインストラクターとなり、「バターづくり体験」「搾乳体験」「牧場散策」「ビ
デオ鑑賞」の４つのメニューを実施しました。児童たちは牛と触れ合いながら酪農について学び、普段は
なかなかできない貴重な体験を楽しみました。
　「牧場散策」では、牛舎や牧場内を見学し、乳牛の様子や飼育環境を観察しました。実際に乳牛に触れ
ることで、その大きさや温もりを体感し、興味深そうに観察する姿が見られました。（＝表紙右下）
　また、「バターづくり体験」では、生乳からバターができる
仕組みを学びながら、実際に手を動かして製造に挑戦しまし
た。日頃口にしている乳製品がどのように作られているのかを
知ることで、牛乳や乳製品への理解を深める機会となりました。
　こうした体験を通じて、児童たちは乳牛や酪農への理解を深
めるとともに、食を支える生産現場やいのちの大切さについて
学ぶことができました。年間を通じて延べ1,879名が参加し、
多くの皆さんから好評をいただき、今年度も盛況のうちに終了
しました。

　ＪＡ全農長野営業課は、９月19日㈯にスーパーセンターオーク
ワ南紀店（和歌山県新宮市）、９月26日㈯にオークワわくわくシ
ティ尾崎店（大阪府阪南市）において、長野県産農産物の魅力を
PRする「トラックセール」を実施しました。これらはパームシティ
和歌山店に続き今年度２回目、３回目の開催となり、両会場とも多
くのお客さまで賑わいました。（＝表紙上）
　南紀店でのトラックセールは毎年最大規模で開催されており、当日は開店前から多くのお客さまが来
店。開店後も約２時間にわたってレジ待ちの列が途切れないほどの盛況ぶりで、過去最高の売り上げを記
録しました。「毎年楽しみにしている」といった声も聞かれ、長野県産農産物でカートをいっぱいにする

お客さまの姿が数多く見られました。また、県外から来店された方もあり、幅
広い地域のオークワファンへ長野県産農産物を届ける機会となりました。
　尾崎店では、店舗正面に特設売り場を設営し、来店者へ長野県産農産物を積
極的にPRしました。開店前から並ぶお客さまもいらっしゃり、売り場は早い
時間帯から多くの人で賑わいました。商品を購入したお客さまが知人へ電話で
開催を知らせたり、「知り合いにも配りたい」と通常より多めに購入したりす
る様子も見られ、長野県産農産物への高い関心がうかがえました。
　全農長野営業課では、今後もトラックセールなどの販売促進活動を通じて、
長野県産農産物の魅力発信に取り組んでまいります。

畜産酪農課

営業課

牛舎内見学の様子

南紀店で賑わう売り場

レジ待ちの行列ができるほどの
賑わい（尾崎店）

05



　ＪＡ全農長野米穀課は９月25日㈮、県内メディアを対象とし
た記者会見を開催し、令和８年産米の概算金について説明しまし
た。会見には県内の報道機関14社が出席しました。
　今回の会見は、内部取引情報である概算金価格そのものを説明
するだけでなく、令和７年産米の販売動向や現在の流通状況を踏
まえ、令和８年産米の概算金をどのような考え方で決定したのか
を広く理解してもらうことを目的に開催しました。
　令和８年産米の概算金設定にあたっては、生産資材価格が高止
まりする中で生産者が安心して営農を継続できる手取りの確保を目指しました。一方で、消費者も継続し
て購入できる価格との両立も重視しました。
　しかし、令和８年６月末の民間在庫量は243万トンと、適正在庫とされる180～200万トンを大きく上

回っています。さらに令和９年６月末の民間在庫量は246～283万トンま
で増加すると予想されており、需給緩和の状態が続く見通しであることが
概算金設定の大きな要因となりました。また、それによる販売価格の低
迷、長期販売に伴う保管経費の増加、食料品の消費税減税など、販売面に
おける多くの要素も考慮し、最終的に「コシヒカリＡ・ＪＡ安心基準米・
紙袋・１等」で60㎏当たり16,730円に設定しました。
　全農長野の７年産米販売進捗は、会見時点の出荷量が前年同期比90％
と鈍化しており、出荷進度も74％と前年の82％を下回っています。全国
的にも同様の傾向で、民間在庫量が多い状況を反映しています。
　今回決定した概算金は、国が発表した生産者段階のコスト指標60㎏当
たり20,535円に対し4,000円程の差があります。全農長野では今後、キャ
ンペーンや店頭での販売促進を進め、最終精算を含めてコスト指標に近づ
けられるよう努めてまいります。

令和８年産米の概算金を報道機関に説明
米穀課米穀課

記者会見の様子

実施中の新米キャンペーン

　ＪＡ全農長野名古屋販売事務所は９月14日㈪・15日㈫の２日間、名古屋市千種区の椙山女学園高校の
３年生120名の生徒を対象に長野県産果実の食育を実施しました。
　椙山女学園高校は、食育による健康増進や食文化の理解を重視しており、「食と健康」をテーマに社会
や地域との連携、地産地消による食育活動に力を入れている学校です。
　今回の食育は同校の家庭科の授業に参加し、当日の調理実習メニューが「プラムを使ったクラフティ」
であることから、プラムを通じて旬の果実、長野県産果実の紹介を行い、果実への理解を深めてもらいま
した。また、焼きあがったクラフティの前に生のプラムを食べ、果実の調理による味の変化、楽しみ方を
知ってもらいました。生徒からは「両方おいしい」「そのまま食べた方がさっぱりしているから暑いとき
にはそのまま食べたい」などのほか、「プラムを初めて食べた」「果物のことをもっと知りたい」といった
感想もありました。
　今回の食育では、プラムを例に挙げ季節に応じて出回る果
実の話をしましたが、これからの消費を担う若い方により深
く果実のことを知ってもらうきっかけとなりました。
　名古屋販売事務所では、今後も長野県産農産物のファンを
増やすため、消費宣伝・食育に取り組んでまいります。

椙山女学園高校で果実食育を実施
名古屋販売事務所

調理実習の様子
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　ＪＡ全農長野・信州果実推進協議会は９月26日㈯、
27日㈰の２日間、大阪市内で開催された「にっぽん青果
祭」に、長野県産青果物の販売に日頃からご尽力いただい
ている市場関係者の皆さまの協力のもと出店し、関西の
消費者へ信州の旬の魅力を発信しました。「にっぽん青果
祭」は、全国から選りすぐりの野菜や果物が集まる、国内
最大級の農業イベントです。
　販売した商品は、長野県産「ぶどう三姉妹®」の詰合せ
カップをはじめ、リンゴの「秋映」「シナノドルチェ」、ナ
シの「南水」、きのこの詰め合わせ、白菜、白ネギ、そし
て花束です。秋の味覚を取りそろえた売り場には多くの来
場者が足を止め、旬の農産物を手に取っていただきました。
　開催両日とも雨天となり来場者数への影響が懸念されましたが、試食や商品説明を通じて長野県産農産
物の魅力を伝え、多くの商品を販売することができました。特に旬を迎えた果実や野菜、きのこへの関心

は高く、「長野県産はおいしい」「いつも見ているパッケージですね」
といった声も聞かれました。
　会場には、購入した農産物をその場で調理してもらえるコーナーも
設けられ、来場者が買ったばかりの野菜やきのこを天ぷらなどにして
味わう姿が多く見られました。実際に食べて産地の魅力を感じる企画
は大変好評で、長野県産農産物のおいしさを直接伝える貴重な機会と
なりました。また、資材や燃料価格の高騰などによる生産コスト上昇
が生産者経営に大きな影響を与えている現状についても、チラシ配布
を通じて理解醸成に取り組みました。
　今回の青果祭は、信州農産物の魅力と生産現場の思いを消費者へ直
接届ける有意義な機会となりました。今後も市場関係者と連携しなが
ら、長野県産農産物の認知度向上と販売拡大に取り組んでいきます。

「にっぽん青果祭」で信州の旬をPR
大阪販売事務所

「ぶどう三姉妹®」詰合せカップの販売

多くの来場者で賑わう長野ブース

　９月29日㈫、東京青果㈱の協力のもと、東御市・ＪＡ信州うえだ「ブドウ」トップセールスが開催さ
れました。会場となった東京青果㈱のイベントコーナーには、出荷最盛期を迎えているブドウの「シャイ
ンマスカット」「クイーンルージュ®」「有核巨峰」と、リンゴの「秋映」を展示し、市場関係者の皆様に
PRしました。（＝表紙左下）
　代表して東御市の花岡利夫市長、ＪＡ信州うえだの丸山勝也組合長より挨拶をいただき、長野県の巨峰
発祥の地である東御市のPRに加え、70年培われてきたブドウ
の栽培技術によって生産された美味しいブドウの魅力を、市場
関係者に向けて力強くアピールしていただきました。
　また、挨拶終了後には花岡市長、ＪＡ信州うえだ眞島実会
長、丸山組合長よりブドウ３種類の食べ比べパックが市場関係
者の皆様に直接手渡され、大変好評のうちに終了となりました。
　ＪＡ全農長野東京販売事務所は、今後も関係事業所・ＪＡと
連携しながら、長野県の農産物のPRに努めてまいります。

東御市・ＪＡ信州うえだ「ブドウ」トップセールスを開催
東京販売事務所

東京青果㈱川田社長と東御市・ＪＡ信州うえだ代表者
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　９月15日㈫に横浜市中央卸売市場本場において、横浜丸中青果㈱協力のもと、ＪＡ中野市「きのこ・
ぶどう」トップセールスが開催されました。会場にはＪＡ中野市産のきのこ（えのき、ぶなしめじ、エリ
ンギ）と、ブドウ（シャインマスカット、クイーンルージュ®、種なし巨峰）を展示し、市場関係の皆様
にPRしました。

　代表してＪＡ中野市望月隆組合長から挨拶があり、旬を
迎えた露地ブドウ、生産量全国一を誇るえのきをはじめと
するきのこ類のPRに加え、ＪＡ中野市の魅力を、市場関
係者に向けて力強くアピールしていただきました。
　また、挨拶終了後にはきのこ３種類とぶどうの粒パック
が望月組合長・上野常務より市場関係者の皆様に手渡さ
れ、大変好評のうちに終了となりました。
　東京販売事務所では今後も関係事業所・ＪＡと連携しな
がら、長野県産農産物の積極的なPRに努めてまいります。

ＪＡ中野市「きのこ・ブドウ」トップセールス開催
東京販売事務所

大阪販売事務所

　ＪＡ全農長野大阪販売事務所と信州果実推進協議会は
９月26日㈯、JR大阪駅北口アトリウム広場において、「み
のりみのるマルシェ 長野の実り」を開催いたしました。
　当日は、長野県を代表する果実であるぶどう三姉妹®
（シャインマスカット、ナガノパープル、クイーンルー
ジュ®）をはじめ、秋映やシナノドルチェ、南水、きのこ
セット、野菜セットなど旬の農産物を販売し、多くの来場
者の皆様に長野県産農産物の魅力をPRいたしました。
　当日はあいにくの雨天となりましたが、大阪駅という利
便性の高い立地条件もあり、多くの方々にご来場いただき
ました。特にブドウへの関心が高く、試食や対面販売を通
じて各品種の特徴やおいしさを紹介したことで、購買につ
ながる場面が数多く見られました。また、市場の販売担当
者からも来場者へ長野県の農業や産地の特徴について説明
があり、長野県産農産物への理解を深めていただく機会と
なりました。
来場者からは、「長野県産のブドウは品質が高い」「品種ごとの違いがよく分かった」「長野県の果物をま
た購入したい」といった好意的な意見が聞かれました。中でもクイーンルージュ®については、「初めて知っ
た」という声が多く、新品種の認知度向上にも一定の効果がありました。また、農産物に加え、長野県の
観光や地域の魅力について関心を示す方も見受けられ、本県の情報発信の場としても有意義な機会となり
ました。
　今回のマルシェは雨天開催ではありましたが、消費者の皆様と接しながら長野県産農産物の魅力を発信
することができました。今後も関西圏における販売促進活動や情報発信を継続し、消費者ニーズの把握に
努めるとともに、長野県産農産物の認知度向上と販売拡大につなげてまいります。

ＪＲ大阪駅に信州の旬が集結「みのりみのるマルシェ 信州の実り」開催
　～信州のおいしい秋をお届け！～

多くの来場者で賑わう会場

横浜丸中青果㈱小野社長と産地代表者
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（単位：百万円、％）

JA全農長野の事業現況

区分品目 当年度実績 計画比 前年比
生 産 振 興 課 0 － 0
野菜種苗センター 125 98 96
生 産 振 興 部 計 125 98 96
米 穀 13,000 84 148
果 実 花 き 27,384 104 112
野 菜 き の こ 49,959 107 109
営 業 9,081 96 104
生 産 販 売 部 計 99,425 101 113
農 業 資 材 7,112 114 116
肥 料 農 薬 4,158 112 110
農 業 機 械 4,219 114 109
施 設 住 宅 2,238 210 97
生 産 購 買 部 計 17,727 120 110
畜 産 酪 農 17,370 109 107
三 岳 牧 場 24 21 17
ＳＰＦ繁殖センター 147 91 106
八 ヶ 岳 牧 場 152 91 97
畜 産 酪 農 部 計 17,693 108 106
燃料・ホームエネルギー 11,876 105 102
Ｓ Ｓ 協 同 経 営 3,539 106 92
く ら し 3,516 99 98
く ら し 支 援 部 計 18,931 104 99
長 野 県 本 部 計 153,900 104 110

（内部販売高含む）

令和８年度９月末総供給販売高実績表

11月のラジオ番組表
放送日時 放送局 番　組　名 出演予定

11/25（水）
11:50

SBC
ラジオ

坂ちゃんの
ずくだせえぶりでい内
「暮らしの応援団」

燃料・ホームエネ
ルギー課

編
集
後
記

　
店
頭
に
は
信
州
産
の
さ
ま
ざ
ま
な
秋
の

農
産
物
が
並
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
の
畑
で
は
10
月
中
旬
に
サ
ツ
マ
イ
モ

の
「
紅
あ
ず
ま
」
と
「
シ
ル
ク
ス
イ
ー

ト
」
を
収
穫
し
ま
し
た
。
９
月
の
長
雨
に

よ
り
、
肥
大
し
過
ぎ
た
り
、
味
が
落
ち
た

り
し
て
い
な
い
か
心
配
で
し
た
が
、
例
年

よ
り
や
や
小
ぶ
り
だ
っ
た
も
の
の
、
無
事

に
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
蒸
し

て
味
わ
う
と
、「
紅
あ
ず
ま
」
は
繊
維
質

を
感
じ
る
ホ
ク
ホ
ク
と
し
た
食
感
で
し

た
。「
シ
ル
ク
ス
イ
ー
ト
」
は
さ
っ
ぱ
り

と
し
た
甘
さ
で
軽
や
か
な
食
感
が
楽
し
め

ま
し
た
。
サ
ツ
マ
イ
モ
は
生
の
状
態
で
は

約
60
％
が
水
分
で
、
残
り
の
大
部
分
を
炭

水
化
物
が
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ミ
ネ

ラ
ル
で
は
カ
リ
ウ
ム
が
多
く
、
野
菜
の
中

で
も
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
も
多
く
含
み
ま
す
。

　
ほ
か
の
作
物
で
は
ダ
イ
コ
ン
が
育
っ
て

き
ま
し
た
。
今
年
は
風
雨
が
強
い
日
が
多

か
っ
た
た
め
、
し
っ
か
り
と
土
寄
せ
を
し

ま
し
た
。
ま
た
、
葉
の
形
が
整
っ
て
い
る

株
を
残
す
よ
う
に
間
引
き
ま
し
た
。
ダ
イ

コ
ン
は
、
煮
物
、
漬
物
、
お
ろ
し
な
ど
幅

広
い
調
理
に
使
え
る
野
菜
で
す
。
ダ
イ
コ

ン
は
根
と
葉
の
両
方
を
食
べ
る
こ
と
が
で

き
る
た
め
、
葉
は
味
噌
汁
に
入
れ
て
食
べ

て
い
ま
す
。
葉
の
成
分
を
調
べ
て
み
る
と

β
カ
ロ
チ
ン
を
多
く
含
ん
で
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
11
月
半
ば
に
収
穫
し
た

後
の
寒
い
時
期
は
、
お
で
ん
や
鍋
料
理
な

ど
で
、
だ
し
の
し
み
込
ん
だ
ダ
イ
コ
ン
が

今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

（
Ｔ
）

Ｘ Instagram
公式SNSもご覧ください

note グリーンレーダーWEB版

　令和８年９月18日㈮・19日㈯に「全農
関東甲信地区役職員親睦野球大会」が埼玉
県さいたま市のけんぽグラウンドにて、
10都県本部参加のもと開催されました。長
野県本部は、選手・監督・マネージャー・
役員・事務局の総勢22名の選手団として
出場し、２日間を戦い抜きました。
　１回戦は栃木県本部と対戦。昨年も同じ
対戦で苦い思いをしましたが、今年は４対
３で雪辱を果たしました。２回戦では強豪
群馬県本部に惜しくも敗れましたが、千葉
県本部と対戦した３位決定戦では、先制点
を許すものの大量得点を重ね逆転に成功
し、３位を勝ち取りました。
　大会を通じて親睦と結束を深めることが
できました。このチームワークと連携を
日々の業務に生かし組織の活性化につなげ
ていきます。

全農関東甲信地区
役職員親睦野球大会が
開催されました

３位を勝ち取った長野県本部選手団
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　清泉大学学長に就任された菅原裕二学長が９月24日
㈭にＪＡ全農長野を訪れ、長谷川孝治県本部長との懇談
が行われました。清泉大学では令和９年４月に農学部の
開設が予定されており、今回の懇談では新学部の構想や
長野県農業の将来、人材育成について意見が交わされま
した。
　菅原学長からは「新たに開設される『農学部アグリデ
ザイン学科』では、長野県の強みである農業や発酵・醸
造文化を生かし、地域課題の解決に貢献できる人材を育
てていきたい。２年次以降は『食品・発酵共創コース』

と『農・地域共創コース』に分かれ、農業だけでなく経済・経
営・観光・地域振興まで幅広く学べるカリキュラムを構想して
います」と、新学部開設の意気込みを話されました。
　菅原学長の説明を受け長谷川県本部長は、ＪＡ全農長野の事
業概要や長野県農業の特徴を紹介するとともに、「当会は農業
の生産から流通、販売、加工まで幅広い事業に関わっていま
す。県内農業や食品産業、発酵・醸造産業との関係も深く、イ
ンターンシップや出前講座、現地実習などを通じて学生支援を
させていただきたい」との考えを示しました。
　懇談では、人口減少や担い手不足、食糧安全保障、地域活性
化など農業・地域社会が抱える課題についても意見交換が行わ
れ、大学と地域産業、ＪＡグループが連携し、学生が現場で学
ぶ機会を創出することが地域の未来を支える人材育成につなが
るとの認識で一致しました。
　全農長野は、フィールドワークやインターンシップ、出前講
座などを通じて、開設される清泉大学農学部との連携を深め、
長野県農業の発展と地域振興に向けた取り組みを進めてまいり
ます。

清泉大学農学部令和９年開設
清泉大学・菅原学長とＪＡ全農長野・長谷川県本部長が懇談

総務広報課

新設される農学部案内

対談後（左から）全農長野・長谷川県本部長、清泉大学・菅原学長

訃　報
　元長野県経済連専務理事の大月計吉さんが、去る令和８年９月12日、満89歳で逝去されました。葬儀

は９月15日、近親者のみで執り行われました。

　大月計吉さんは昭和38年に長野県経済連北佐久支所へ入会され、野菜の生産・販売を中心に担当され

ました。その後、東京販売事務所長、農業総合振興室長などの要職を歴任し、平成４年からは生産販売事

業本部副参事、平成５年には参事に就任されました。

　平成７年には常務理事、平成10年には専務理事に就任され、平成12年に退任されるまで、果敢なる実

践と、比類なき指導力を発揮され、ＪＡおよび農家組合員の皆様からの負託に応えるとともに、長野県経

済連の発展に尽力されました。

　また、平成13年の全農統合に先立ち、複雑な折衝や諸課題の整理にも取り組まれました。

　生前のご功績に深く敬意を表するとともに、謹んでご冥福をお祈り申し上げます。
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（単位：百万円、％）

JA全農長野の事業現況

区分品目 当年度実績 計画比 前年比
生 産 振 興 課 0 － 0
野菜種苗センター 125 98 96
生 産 振 興 部 計 125 98 96
米 穀 13,000 84 148
果 実 花 き 27,384 104 112
野 菜 き の こ 49,959 107 109
営 業 9,081 96 104
生 産 販 売 部 計 99,425 101 113
農 業 資 材 7,112 114 116
肥 料 農 薬 4,158 112 110
農 業 機 械 4,219 114 109
施 設 住 宅 2,238 210 97
生 産 購 買 部 計 17,727 120 110
畜 産 酪 農 17,370 109 107
三 岳 牧 場 24 21 17
ＳＰＦ繁殖センター 147 91 106
八 ヶ 岳 牧 場 152 91 97
畜 産 酪 農 部 計 17,693 108 106
燃料・ホームエネルギー 11,876 105 102
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出場し、２日間を戦い抜きました。
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対戦で苦い思いをしましたが、今年は４対
３で雪辱を果たしました。２回戦では強豪
群馬県本部に惜しくも敗れましたが、千葉
県本部と対戦した３位決定戦では、先制点
を許すものの大量得点を重ね逆転に成功
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　大会を通じて親睦と結束を深めることが
できました。このチームワークと連携を
日々の業務に生かし組織の活性化につなげ
ていきます。

全農関東甲信地区
役職員親睦野球大会が
開催されました

３位を勝ち取った長野県本部選手団

10



2026

11
 Vol.570

グ
リ
ー
ン
レ
ー
ダ
ー
11
月
号（
毎
月
発
行
）　
２
０
２
６
年
10
月
20
日
発
行
　
第
5
7
0
号

発
　
行
／
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
　
長
野
市
大
字
南
長
野
北
石
堂
町
１
１
７
７
番
地
３
　
発
行
人
／
長
谷
川
孝
治
　
印
刷
／
Ｐ
Ｏ
印
刷
株
式
会
社
　
長
野
市
青
木
島
３
丁
目
３
番
地
３

11
 Vol.570

2026

JA 全農長野ホームページ https://www.nn.zennoh.or.jp
インターネットで産地直送「JAタウン」 https://www.ja-town.com

中期事業計画（令和７～９年度）実行具体策の進捗状況について

・今年度も「酪農体験ふれあいファーム」に多くの子供たちが参加 …… 5
・オークワでのトラックセールを実施 ………………………………… 5
・令和８年産米の概算金を報道機関に説明 ………………………… 6
・椙山女学園高校で果実食育を実施 ………………………………… 6
・東御市・JA信州うえだ「ブドウ」トップセールスを開催 ……………… 7
・「にっぽん青果祭」で信州の旬をPR ………………………………… 7
・「みのりみのるマルシェ 信州の実り」開催 …………………………… 8
・JA中野市「きのこ・ブドウ」トップセールス開催 ……………………… 8

・清泉大学菅原学長とJA全農長野長谷川県本部長が懇談 …… 9
・訃報　大月計吉氏逝去 ………………………………………… 9

・全農関東甲信地区役職員親睦野球大会が開催されました……10
・JA全農長野の事業現況 …………………………………………10
・11月のラジオ番組表 ……………………………………………10
・編集後記 …………………………………………………………10


